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佐賀県国際交流協会（SPIRA）について

　わたしたちSPIRAは積極的に多文化共生事業に取り組んでいます。

県内の交流団体の様々な国際交流・協力活動の支援や情報提供を行う

ことによって、県民一人ひとりが主役となった国際交流をさらに推進

し、地域の発展と活性化に役立ちたいと考えています。
　在住外国人支援団体との連携により地域情報を多言語化およびやさしい日本語化し、行政・生活
情報の提供を推進しています。

●互いの文化的な違いを認め、対等な関係で尊重し合い、共に生きる地域社会を実現し

ます。

●すべての国連加盟国で採択された持続可能な開発目標（Sustainable Development 

Goals：SDGs）を目指し、外国人住民を含めた県民誰もが住みやすく、その能力を活

かして地域社会の一員として活躍できる環境の充実を図ります。

　国籍や民族などの異なる人々が、互いの文化的な違いを認め合い、対等な関係を築こうとしな

がら、地域社会の構成員として共に生きていくことを言います。

（出典：多文化共生の推進に関する研究会報告書）

　SDGs（持続可能な開発目標）とは，2001年に策定されたミレニアム開発目標（MDGs）の後

継として，2015年９月の国連サミットで採択された「持続可能な開発のための2030アジェンダ」

に記載された2016年から2030年までの国際目標です。持続可能な世界を実現するための17の

ゴール・169のターゲットから構成され，地球上の誰一人として取り残さない（No one will be  

left behind.）ことを誓っています。

SDGsとは？

「SPIRAの３つの基本方針」

1.　多文化共生の地域づくりの推進
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

●次の世代を担う若い世代や県内のグローバル化を先導する人材等を対象に、幅広い知

識や技能等を習得する機会を提供します。

●国際交流や国際協力、在住外国人の支援を推進する団体の創設や事業支援などを行う

ことで、グローバル社会で活躍する国際性豊かな人材の育成や団体の活性化を図りま

す。

2．グローバル人材の育成及び国際交流団体等の活性化
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

●県、市町、関係機関・団体、CSOなど様々な主体とネットワークを築き、密に情報共

有を行いながら、各主体と連携・協働して、様々な国際交流・国際協力活動の充実及

び効率化を図ります。

3.  多様な主体との連携・協働
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

A.コミュニケーション支援

・国際交流・協力情報誌発行（やさしい日本語版）発行
・日本語グループ支援
・日本語スピーチコンテスト
・日本語教師養成講座助成
・日本語ボランティア養成講座
・「やさしい日本語」講座

　医療、保健、福祉、教育等様々な相談を受け、関係機関との連携により対応しています。また、
災害に備え外国人を対象にした防災訓練や、災害多言語支援センターの運営準備にも力を入れてい
ます。

B.生活支援

・在住外国人生活支援

・子ども日本語学習サポーター等派遣
・防災セミナー

●生活相談、専門家相談　●健康相談　●医療通訳

　日本人も外国人も対等な暮らしやすいまちづくりを目指し、地域社会に対する多文化共生の意識
啓発や、外国人住民の自立と地域社会への参画をサポートしています。

C.多文化共生の地域づくり

・国際交流・協力情報誌発行（日本人向け）発行
・地球発見隊出前講座（多文化共生理解出前講座、国際協力理解出前講座）
・ランチタイムEnglishセミナー
・ボランティア啓発・推進
・多文化共生等助成事業
・さが国際フェスタ
・多文化共生情報発信事業（えびすFM、さが国際フェスタ写真展）

主な取り組み

多文化共生と
は


